
第3回国連防災世界会議
「女性と防災」テーマ館（報告）

特定非営利活動法人イコールネット仙台

代表理事 宗片恵美子
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平成27年5月25日
「男女共同参画の視点からの防災・復興の
取組推進」チーム会合

第3回国連防災世界会議の概要
＊本体会議 187ヶ国

＊パブリックフォーラム

国際連合・日本政府のほか、公募により募集した国

内の団体350以上が主催のシンポジウム・セミナー、

200以上の展示など

会場：仙台市内のほか、青森・岩手・福島・宮城県内

①２つのテーマ館が設けられた

＊「女性と防災」

仙台市男女共同参画推進センターエル・パーク仙台

＊「市民協働と防災」

仙台市市民活動サポートセンター

②市民力が発揮された会議
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「女性と防災」テーマ館

想いは 立ち上がり つながる 広がる

キーワード「女性のリーダーシップと多様性」

１４のパブリックフォーラム（シンポジウム）が開催された。

主催：地域団体・NPO・自治体・国際機関など
<テーマ館主催> （公財）せんだい男女共同参画財団

＊災害時の男女共同参画センターの役割

＊災害に強い社会づくり～男女共同参画の視点を根づかせるために～

＊災害に向けて動く企業の女性たち

＊災害と女の子たち～ガールズ防災会議～

＊ 防災における女性のリーダーシップ

基調講演：ヘレン・クラーク氏（国連開発計画総裁）
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＜テーマ館主催パブリックフォーラム＞
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災害に強い社会づくり
～男女共同参画の視点を根づかせる～

男女共同参画や多様性配慮の視点を地

域に根づかせるため

＜各地の実践事例を紹介＞

＊町内会

＊男女共同参画センター

＊災害ボランティアセンター

＊NPO団体

＜イコールネット仙台の取組み＞

「女性防災リーダー養成講座」の開催

（2013年～2015年）100名を養成

地域防災の担い手育成をめざす。地域での

実践をサポート。受講生のネットワーク化

写真提供：（公財）せんだい男女共同参画財団



＜各種団体主催＞

＊災害時、子ども・子育て支援活動に取り組んだ団体の取組の紹介

＊震災後の女性相談事業を通しての被災地支援

＊復興過程で、女性の起業が地域経済の再生に与える影響

＊国際的なリーダーシップトレーニングプログラムの紹介 ほか

シンポジウム【宮城・岩手・福島】発

防災・減災と男女共同参画～今 わたしたちが伝えたいこと～

主催：イコールネット仙台（宮城）
参画プランニング・いわて（岩手）

市民メディア・イコール（福島）

各地域の被災女性支援の報告と今後

の課題解決に向けたシンポジウム
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交流・情報スペース（「女性と防災」テーマ館）

「仙台・宮城ブース」 の取り組み

手仕事マーケット リレースピーチ ミニイベント
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写真提供：（公財）せんだい男女共同参画財団 写真提供：（公財）せんだい男女共同参画財団



「第3回国連防災世界会議」の振り返り

＜仙台防災枠組＞２０１５年～２０３０年

【原則】ジェンダー、年齢、障害の有無、文化の重視と

女性・若者のリーダーシップ
これまで防災分野で大きな発言権がなかった多様な集団に、「被災者」
のみとしてではなく、「リーダーシップ」を発揮する人として焦点があてられ
た。

「優先行動事項」（4章）

「すべての人が平等でアクセスしやすい災害支援と復興のためには、女性と障
がい者が公的な防災・減災の場でリーダーシップを発揮できるようエンパワーす
ることが鍵」

「関係者の役割」（5章）

（市民社会の項目中に）、子ども、障がい者、高齢者、先住民族、移民などととも
に、女性が特記され、「防災・減災対策の立案や実施には女性の参加が不可欠
であり、こうした役割を女性が担えるように能力形成を行うことは、災害後に新た
な生活再建の道を拓くという観点からも必要」としている。
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